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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
内 表 面 と 外 表 面 の 表 面 方 向 に 規 則 性 の な い 凹 凸 が 形 成 さ れ た 主 体 部 を 備 え 、
前 記 主 体 部 は 、 第 １ 形 態 に お い て 、 収 容 空 間 を 形 成 す る 外 殻 部 を 成 し 、 第 ２ 形 態 に お い て  
、 造 形 物 の 装 飾 部 を 成 し 、
前 記 内 表 面 と 前 記 外 表 面 に お け る 、 凹 部 と 凸 部 と の 位 置 関 係 が 対 応 し て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 主 体 部 は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て は 、 転 動 可 能 な 状 態 に 組 み 上 げ ら れ 、
前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 転 動 不 可 能 な 状 態 と さ れ る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 主 体 部 は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 外 観 が 球 型 形 状 を 成 し て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 主 体 部 は 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 装 飾 部 と し て 炎 を 模 し た 態 様 を 成 し て い る 、

請求項の数　17　（全12頁）
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形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 主 体 部 は 、 前 記 第 ２ 形 態 に お い て 、 前 記 装 飾 部 と し て 地 面 を 模 し た 態 様 を 成 し て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 主 体 部 は 、 赤 色 系 統 の 色 、 及 び 青 色 系 統 の 色 の 少 な く と も 何 れ か の 色 で 色 付 け さ れ て  
い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 凹 部 及 び 前 記 凸 部 は 、 前 記 主 体 部 の 一 方 端 部 か ら 他 方 端 部 ま で 連 続 し て 形 成 さ れ て い  
る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 凹 部 及 び 前 記 凸 部 の 長 さ は 、 前 記 主 体 部 に お け る 部 位 に 応 じ て 異 な る よ う 構 成 さ れ て  
い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ ～ ８ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 凸 部 の 横 断 面 の 形 状 は 、 凸 先 端 が 尖 っ た 形 状 に 構 成 さ れ て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 主 体 部 は 、 第 １ 主 体 部 と 第 ２ 主 体 部 と を 含 み 、
前 記 第 １ 主 体 部 と 前 記 第 ２ 主 体 部 と は 、 前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 直 接 又 は 間 接 的 に 連 結 可  
能 に 構 成 さ れ て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 第 １ 主 体 部 と 前 記 第 ２ 主 体 部 と は 、 同 一 又 は 類 似 の 形 状 を 成 し て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 第 １ 主 体 部 に は 、 第 １ 開 口 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 主 体 部 に は 、 第 ２ 開 口 が 形 成 さ れ て  
い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ０ ～ １ ２ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
副 体 部 を さ ら に 備 え 、
前 記 副 体 部 は 、 前 記 第 １ 主 体 部 及 び 前 記 第 ２ 主 体 部 を 支 持 可 能 な 第 １ 副 体 部 を 含 む 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 副 体 部 は 、 前 記 第 １ 副 体 部 の 一 方 端 部 に 連 結 可 能 な 第 ２ 副 体 部 と 、 前 記 第 １ 副 体 部 の  
他 方 端 部 に 連 結 可 能 な 第 ３ 副 体 部 と を さ ら に 含 む 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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請 求 項 １ ４ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ２ 副 体 部 は 、 前 記 第 １ 主 体 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 に 嵌 合  
可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ３ 副 体 部 は 、 前 記 第 ２ 主 体 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 に 嵌 合 可 能 に  
構 成 さ れ て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 第 １ 形 態 に お い て 、 前 記 第 ２ 副 体 部 及 び 前 記 第 ３ 副 体 部 は 、 前 記 外 殻 部 の 一 部 を 成 す 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に 記 載 の 形 態 変 化 玩 具 で あ っ て 、
前 記 第 ２ 副 体 部 及 び 前 記 第 ３ 副 体 部 の 表 面 に は 、 規 則 性 の な い 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 、
形 態 変 化 玩 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 形 態 変 化 玩 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 装 飾 が 行 わ れ る 玩 具 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 遊 動 体 （ 造 形 物 ） が 所 定 の 装  
飾 物 を 背 景 に フ ィ ー ル ド 板 の 上 で 動 作 を 行 う も の が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ９ ５ １ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 玩 具 に お い て は 、 フ ィ ー ル ド 板 の 下 側 に 複 数 の 制 御 コ イ ル が 設 け  
ら れ 、 制 御 装 置 に よ っ て 複 数 の 制 御 コ イ ル の 通 電 を 制 御 す る こ と に よ り 、 磁 石 を 有 す る 造  
形 物 が 動 作 す る 。 こ の よ う に 、 特 許 文 献 １ に お い て は 、 装 置 が 複 雑 で あ り 形 状 も 大 型 に な  
り 流 通 性 に 課 題 が あ る 。 ま た 、 玩 具 と し て の 形 態 が 変 化 す る も の で は な く 、 形 態 変 化 と い  
う 点 で 興 趣 性 に 乏 し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 流 通 性 に 優 れ 、 興 趣 性 の あ る 形 態 変 化 玩 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に 係 る 形 態 変 化 玩 具 は 、 内 表 面 と 外 表 面 の 表 面 方 向 に 規 則 性 の な い 凹 凸 が 形 成 さ れ  
た 主 体 部 を 備 え 、 前 記 主 体 部 は 、 第 １ 形 態 に お い て 、 収 容 空 間 を 形 成 す る 外 殻 部 を 成 し 、  
第 ２ 形 態 に お い て 、 造 形 物 の 装 飾 部 を 成 し 、 前 記 内 表 面 と 前 記 外 表 面 に お け る 、 凹 部 と 凸  
部 と の 位 置 関 係 が 対 応 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 流 通 性 に 優 れ 、 興 趣 性 の 高 い 形 態 変 化 玩 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 形 態 変 化 玩 具 の 第 １ 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 形 態 変 化 玩 具 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 部 分 の 断 面 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 部 分 の 断 面 矢 視 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 形 態 変 化 玩 具 に お け る 副 体 部 の 他 の 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 形 態 変 化 玩 具 の 第 ２ 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 形 態 変 化 玩 具 の 第 ２ 形 態 に お け る 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 形 態 変 化 玩 具 の 第 １ の 変 形 例 に お け る 第 １ 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 形 態 変 化 玩 具 の 第 ２ の 変 形 例 に お け る 主 体 部 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 玩 具 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ に お け る 第 １ 形 態 １ Ａ の 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 第 １ 形 態 １ Ａ は 、 外 観 全 体 の 形 状 が 略 球 形 状 に 構 成  
さ れ て い る 。 ま た 、 外 周 面 を 形 成 す る 外 殻 部 １ ｓ ｈ は 、 所 定 の 厚 み を 有 す る 部 材 に て 構 成  
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 第 １ 形 態 １ Ａ は 、 外 殻 部 １ ｓ ｈ に よ っ て 略 球 形  
の 収 容 空 間 Ｓ Ｐ が 形 成 さ れ た 、 所 謂 、 カ プ セ ル 形 態 で あ る 。 し た が っ て 、 収 容 空 間 Ｓ Ｐ 内  
に は 、 後 述 す る 物 品 を 収 容 す る こ と が で き る 。 ま た 、 外 殻 部 １ ｓ ｈ の 外 表 面 １ ０ ｕ ｓ 及 び  
内 表 面 １ ０ ｉ ｓ の 両 表 面 １ ０ ｓ に は 、 後 述 す る 規 則 性 の な い 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ が 形 成 さ れ て い  
る 。 形 態 変 化 玩 具 １ は 、 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て 球 型 形 状 に 構 成 さ れ て い る こ と で 、 転 が る  
こ と が で き る 転 動 可 能 な 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 分 解 図 で あ る 。
形 態 変 化 玩 具 １ の 外 殻 部 １ ｓ ｈ の 多 く の 部 分 は 、 主 体 部 １ ０ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ  
の 主 体 部 １ ０ は 、 上 下 ２ つ の 略 半 球 状 に 按 分 さ れ た 第 １ 主 体 部 １ １ 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ に よ  
り 構 成 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 及 び 第 ２ 主 体 部 １ １ ， １ ２ は 、 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ が ギ ザ ギ  
ザ し た 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ は 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部  
１ ２ に お い て 、 そ の 双 方 の 突 出 部 分 と 引 っ 込 み 部 分 と が 丁 度 重 な る よ う に 構 成 さ れ て い る  
。 し た が っ て 、 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ の 係 合 は 、 第 １ 形 態 １ Ａ （ 図 １ 参 照 ） に お い て 、 主 体  
部 １ ０ の 組 合 せ 状 態 の 維 持 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
ま た 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ と は 、 そ の 形 状 は 、 略 同 一 又 は 類 似 の 形 状 を 成 し  
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 第 １ 主 体 部 １ １ 及 び 第 ２ 主 体 部 １ ２ に は 、 そ の 半 球 形 状 の 中 央 部 分 に 開 口 が 形 成 さ  
れ て い る 。 す な わ ち 、 第 １ 主 体 部 １ １ に は 第 １ 開 口 １ １ ｈ が 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ に は 第 ２ 開  
口 １ ２ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ が 組 み 合 わ さ  
れ た 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て は 、 第 １ 開 口 １ １ ｈ と 第 ２ 開 口 １ ２ ｈ は 向 き 合 う 位 置 に 形 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ 主 体 部 １ １ 及 び 第 ２ 主 体 部 １ ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 収 容 空 間 Ｓ Ｐ 内 に は 、 副 体 部 ２ ０  
が 設 け ら れ て い る 。 こ の 副 体 部 ２ ０ は 、 ３ つ の 部 材 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 詳 細 に は 、 副  
体 部 ２ ０ は 、 円 柱 状 の 軸 部 材 の 第 １ 副 体 部 ２ １ と 、 第 １ 副 体 部 ２ １ の 一 端 側 （ 図 中 上 側 ）  
に 着 脱 自 在 な 第 ２ 副 体 部 ２ ２ と 、 第 １ 副 体 部 ２ １ の 他 端 側 （ 図 中 下 側 ） に 着 脱 可 能 な 第 ３  
副 体 部 ２ ３ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ に は 、 そ の 内 面 ２ ０ ｉ ｓ の 中 央 に 嵌 合 凹 部 ２ ０ ｃ が 形  
成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 第 １ 副 体 部 ２ １ の 一 端 部 ２ １ ｅ に は 第 ２ 副 体 部 ２ ２ が 嵌 着 さ  
れ 、 他 端 部 ２ １ ｔ に は 第 ３ 副 体 部 ２ ３ が 嵌 着 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副 体  
部 ２ ３ は 、 平 面 視 （ 図 ３ 参 照 ） に お い て 外 縁 部 分 が ギ ザ ギ ザ な 輪 郭 で 全 体 形 状 が 円 形 で あ  
る 。 ま た 、 外 面 ２ ０ ｕ ｓ 側 が 全 体 的 に 膨 ら む よ う に 湾 曲 し た 形 状 で 、 略 球 面 形 状 の 一 部 を  
な す 構 成 で あ る 。 更 に 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ の 最 大 径 Ｄ ２ ， Ｄ ３ は 、 第 １  
及 び 第 ２ 開 口 １ １ ｈ ， １ ２ ｈ の 開 口 径 Ｄ １ よ り も 大 き く 構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 第  
１ 開 口 １ １ ｈ と 第 ２ 開 口 １ ２ ｈ は 、 後 述 す る よ う に 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副 体 部 ２ ３  
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に よ っ て 閉 じ ら れ る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ の 内 面 ２ ０ ｉ ｓ の 全 体 的 な 形 状 は 、 外 面 ２ ０ ｕ  
ｓ に 倣 う よ う な 略 球 面 の 一 部 を 成 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 外 面 ２ ０ ｕ ｓ 及 び 内 面  
２ ０ ｉ ｓ に は 、 主 体 部 １ ０ に 形 成 さ れ た 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ と 同 様 に 規 則 性 の な い 凹 凸 ２ ０ ｕ ｎ  
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
形 態 変 化 玩 具 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 組 み 立 て ら れ た 副 体 部 ２ ０ に 対 し て 、 そ の 上 下 両 側  
か ら 第 １ 主 体 部 １ １ 及 び 第 ２ 主 体 部 １ ２ を 重 ね る よ う に す る こ と で 、 第 １ 形 態 １ Ａ と す る  
こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ が 第 １ 開 口 １ １ ｈ に 対 し て 、 内 側 か ら 該 第 １ 開  
口 １ １ ｈ を 閉 じ る よ う に 嵌 り 込 む 一 方 、 第 ３ 副 体 部 ２ ３ が 第 ２ 開 口 １ ２ ｈ に 対 し て 、 内 側  
か ら 該 第 ２ 開 口 １ ２ ｈ を 閉 じ る よ う に 嵌 り 込 む 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副  
体 部 ２ ３ は 、 外 殻 部 １ ｓ ｈ の 一 部 を 成 す 。 こ の 結 果 、 図 １ に 示 す よ う な 、 略 球 形 状 の 第 １  
形 態 １ Ａ の 形 態 変 化 玩 具 １ が 形 成 さ れ る 。 な お 、 こ の 組 み 上 げ 状 態 の 各 部 材 を 固 定 す る た  
め に は 、 例 え ば 、 ラ ッ ピ ン グ フ ィ ル ム 等 に よ り 包 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ は 、 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 部 分 を 断 面 矢 視 図 で あ る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ の 内 表 面 １ ０ ｉ ｓ （ １ ０ ｓ ） に 形 成 さ れ た 規 則 性 の な  
い 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ は 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ を 平 面 視 で 見 た 場 合 、 そ の 径 方 向 の 内 側 縁 部 で あ る 一  
端 部 １ ０ ｅ か ら 他 方 端 部 で あ る 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ ま で 半 径 方 向 に 倣 う よ う に 連 続 し て 形  
成 さ れ て い る 。 そ し て 、 凹 部 １ ０ ｕ 及 び 凸 部 １ ０ ｎ の 長 さ は 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ に お け る 円  
周 方 向 の 部 位 に 応 じ て 異 な る 。 す な わ ち 、 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ が ギ ザ ギ ザ す る よ う に 形 成  
さ れ て い る と 共 に 、 そ の 半 径 方 向 の 長 さ は 、 適 宜 異 な っ た 長 さ （ 図 ６ 参 照 ） に な る よ う に  
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ は 、 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
凹 凸 １ ０ ｕ ｎ の 断 面 形 状 は 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ の 内 表 面 １ ０ ｉ  
ｓ と 外 表 面 １ ０ ｕ ｓ と の 双 方 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 例 え ば 、 内 表 面 １ ０ ｉ ｓ の 凸 部  
１ ０ ｎ と 外 表 面 １ ０ ｕ ｓ の 凹 部 １ ０ ｕ と は 、 表 裏 で 対 応 す る 位 置 に て 形 成 さ れ て い る 。 す  
な わ ち 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ の 厚 み が 凹 凸 に よ り 大 き く 変 化 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 凸 部 １ ０ ｎ は 、 そ の 横 断 面 の 形 状 に お い て 、 必 要 に 応 じ て 凸 先 端 １ ０ ｎ ｅ が 尖 っ た  
形 状 に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 尖 っ た 形 状 は 、 凸 部 １ ０ ｎ の 全 て の 部 分 の 形 状 で は な い が 、  
例 え ば 、 特 に 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ の 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ に 近 く な る の に 伴 っ て 、 尖 っ た 形 状  
を 多 く す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ 主 体 部 １ １ に つ い て は 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ と  
同 様 で あ る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 主 体 部 １ ０ は 、 例 え ば 、 赤 色 系 統 の 色 で 着 色 さ れ て い る 。 こ こ で 云 う 、 赤 色 系 統 と  
は 、 赤 色 及 び そ れ に 近 い 色 で あ り 、 主 体 部 １ ０ に よ っ て 、 燃 え 上 が る 炎 を 演 出 す る 。 こ の  
場 合 に は 、 色 は 、 赤 色 の 単 色 で も 良 い が 、 例 え ば 、 第 １ 開 口 １ １ ｈ お よ び 第 ２ 開 口 １ ２ ｈ  
の 側 か ら 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ に 向 っ て 、 赤 色 の 濃 淡 を 変 化 さ せ る こ と で 、 演 出 効 果 を 高 め  
る 着 色 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 着 色 に つ い て は 、 赤 色 系 に 限 る も の で は な く 、 そ の 他  
に 、 青 色 系 統 の 色 を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 炎 の 温 度 変 化 を 演 出 す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 赤 色 系 統 と 青 色 系 統 を 同 時 に 使 用 す る 等 し て も 良 い 。 さ ら に 、 青 色 系 統 の 色  
や 透 明 色 を 使 用 す る こ と で 氷 を 演 出 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 赤 色 系 統 と 青 色 系 統 は 、 例 え ば 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ と で 別 々 の 色 に  
分 け て 構 成 す る こ と が で き る 。 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ と で 別 々 の 色 に 分 け た 場  
合 、 第 ２ 形 態 １ Ｂ に お け る 演 出 力 を 増 す こ と が で き る だ け で な く 、 第 １ 形 態 １ Ａ に お け る  
色 彩 が 豊 か に な り 、 楽 し む こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ の 凹 凸 ２ ０ ｕ ｎ は 、 主 体 部 １ ０ の 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ と 同 様  
に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 着 色 に お い て も 、 同 じ よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ５ は 、 形 態 変 化 玩 具 １ に お け る 副 体 部 ２ ０ の 他 の 例 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 図 ５ の （ ａ ）  
に は 、 第 ４ 副 体 部 ２ ４ を 示 し 、 （ ｂ ） に は 、 第 ５ 副 体 部 ２ ５ を 示 す 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ４ 副 体 部 ２ ４ 及 び 第 ５ 副 体 部 ２ ５ は 、 そ の 全 体 的 な 形 状 が 、 底 部 ２  
４ ｂ ， ２ ５ ｂ か ら 先 端 部 ２ ４ ｔ ， ２ ５ ｔ に 向 っ て 先 細 り に な る 形 状 と な っ て い る 。 ま た 、  
表 面 に は 、 主 体 部 １ ０ と 同 様 に 不 規 則 な 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 凸 １ ０ ｕ  
ｎ は 、 底 部 ２ ４ ｂ ， ２ ５ ｂ か ら 先 端 部 ２ ４ ｔ ， ２ ５ ｔ に 向 っ て 適 宜 湾 曲 し な が ら 連 続 し て  
延 び て お り 、 炎 を 象 っ た 形 状 で あ る 。 ま た 、 着 色 に つ い て は 、 主 体 部 １ ０ と 同 様 に 着 色 さ  
れ て い る 。 ま た 、 第 ４ 副 体 部 ２ ４ 及 び 第 ５ 副 体 部 ２ ５ は 、 底 部 ２ ４ ｂ ， ２ ５ ｂ を 下 に し た  
状 態 で 自 立 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ４ 副 体 部 ２ ４ 及 び 第 ５ 副 体 部 ２ ５ は 、  
収 容 空 間 Ｓ Ｐ の 中 に 入 る 大 き さ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ は 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 第 ２ 形 態 １ Ｂ の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
前 掲 の よ う に 構 成 さ れ た 主 体 部 １ ０ 及 び 副 体 部 ２ ０ の 第 ２ 形 態 １ Ｂ に つ い て 説 明 す る 。
主 体 部 １ ０ は 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ と に 分 割 さ れ る が 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す  
よ う に 、 第 １ 開 口 １ １ ｈ や 第 ２ 開 口 １ ２ を 下 側 に し て 載 置 す る 。 こ れ に よ り 、 燃 え 上 が る  
炎 を 演 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 主 体 部 １ １ 及 び 第 ２ 主 体 部 １ ２ の 斜 め 後 方 側 に 、  
例 え ば 、 第 ５ 副 体 部 ２ ５ （ ２ ０ ） を 置 く こ と で 、 若 干 形 の 異 な っ た 炎 を 演 出 で き 、 ま た 、  
炎 の 演 出 領 域 を 更 に 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ７ は 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 第 ２ 形 態 １ Ｂ に お い て 、 フ ィ ギ ュ ア （ 造 形 物 ） ５ ０ と 関 連 づ け  
た 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
図 ７ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 主 体 部 １ ０ の 内 側 に フ ィ ギ ュ ア ５ ０ を 配 置 し 、 そ の 斜 め 後 側  
に 第 ５ 副 体 部 ２ ５ （ ２ ０ ） を 配 置 す る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 フ ィ ギ ュ ア ５ ０ が 炎 の 中  
に い る 状 態 を 演 出 で き る 。 ま た 、 も う 一 つ の 主 体 部 １ ０ と 他 の 副 体 部 ２ ０ は 、 他 の フ ィ ギ  
ュ ア ５ ０ の 装 飾 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ に よ れ ば 、 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て 、 収 容  
空 間 Ｓ Ｐ を 形 成 す る こ と で 、 収 容 空 間 Ｓ Ｐ に 、 例 え ば 、 第 ４ 副 体 部 ２ ４ や 第 ５ 副 体 部 ２ ５  
な ど の 物 品 を 入 れ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ 形 態 １ Ｂ に お い て 、 装 飾 部 と し て 使 う こ と  
が で き る の で 、 物 品 を 有 効 に 利 用 で き 、 フ ィ ギ ュ ア ５ ０ と 連 係 し て 楽 し む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 主 体 部 １ ０ は 、 第 １ 形 態 １ Ａ お い て は 、 転 動 可  
能 な 状 態 に 組 み 上 げ ら れ て い る の で 、 転 動 さ せ て 楽 し む こ と が で き る 。 ま た 、 販 売 形 態 と  
し て は 、 自 動 販 売 機 の 搬 送 経 路 に 対 応 し 易 く 、 第 １ 形 態 １ Ａ の 形 状 を 販 売 形 態 と す る こ と  
が で き る 。 ま た 、 第 ２ 形 態 １ Ｂ で は 、 転 動 不 可 能 な 状 態 と さ れ る の で 、 安 定 し て 設 置 し て  
使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 第 １ 形 態 １ Ａ は 、 略 球 形 を 成 す の で 、 良 く 転 が  
る こ と が で き る こ と で 、 自 動 販 売 機 に よ る 販 売 に 極 め て 良 く 適 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 炎 を 演 出 す る こ と が で き る が 、 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ の  
形 状 を 変 更 す る こ と で 、 炎 以 外 に 地 面 等 の 装 飾 部 品 と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 主 体 部 １ ０ が 着 色 さ れ て い る 場 合 、 第 ２ 形 態 １  
Ｂ で は 炎 な ど の 演 出 が 可 能 で あ る だ け で な く 、 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て も 、 球 体 と し て 綺 麗  
に で き 楽 し む こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 表 面 １ ０ ｉ ｓ と 外 表 面 １ ０ ｕ ｓ に お け る 凹 凸 １  
０ ｕ ｎ が 同 一 形 状 又 は 類 似 形 状 に で き 、 表 裏 両 面 で 装 飾 性 を 表 現 で き る 。 ま た 、 表 裏 面 の  
凹 凸 が 対 応 す る よ う に 形 成 さ れ て い る と 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 厚 み が 均 一 化 で き 、 成 形 し や  
す い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ に よ れ ば 、 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ が 、 一 端 部 １ ０ ｅ か ら 合 わ せ  
係 合 部 １ ０ ｔ （ 他 端 部 ） に 向 う 方 向 の 長 さ が 部 位 に よ っ て 変 化 し て い る こ と で 、 炎 と し て  
の 表 現 性 を よ り 良 く で き る 。 ま た 、 凸 部 １ ０ ｎ の 断 面 形 状 に お い て 凸 先 端 １ ０ ｎ ｅ が 尖 っ  
た 形 状 を 備 え て い る こ と で 、 炎 と し て の 表 現 性 を 更 に 良 く で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 主 体 部 １ ０ は 、 複 数 の 部 材 か ら な っ て 連 結 で き  
る こ と で 、 組 体 玩 具 と し て 構 成 で き 、 ま た 、 組 み 立 て た 状 態 で 取 り 扱 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 主 体 部 １ ０ は 、 ２ つ の 同 一 又 は 類 似 し た 第 １ 主  
体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ を 備 え て い る こ と で 、 同 様 の 装 飾 部 品 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 主 体 部 １ ０ に 第 １ 及 び 第 ２ 開 口 １ １ ｈ ， １ ２ ｈ  
が 形 成 さ れ て い る こ と で 、 こ の 開 口 部 分 に フ ィ ギ ュ ア ５ ０ を 置 く 演 出 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 第 １ 副 体 部 ２ １ に 連 結 可 能 な 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及  
び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ に よ っ て 、 装 飾 部 品 を 増 や す こ と が 可 能 で あ り 、 更 に 、 第 ４ 副 体 部 ２ ４  
及 び 第 ５ 副 体 部 ２ ５ に よ っ て 、 装 飾 形 態 を 多 様 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ お よ び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ は 、 第 １  
主 体 部 １ １ 及 び 第 ２ 主 体 部 １ ２ の 第 １ 開 口 １ １ ｈ 及 び 第 ２ 開 口 １ ２ ｈ に 嵌 合 で き る の で 、  
第 １ 形 態 １ Ａ に お い て 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ お よ び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ を 主 体 部 １ ０ と 一 体 的 に で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 形 態 変 化 玩 具 １ で は 、 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第 ３ 副 体 部 ２ ３ に よ っ て 、  
第 １ 形 態 １ Ａ に お い て 、 外 殻 部 １ ｓ ｈ を よ り 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ が 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て 、 互  
い に 係 合 す る 構 造 と し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ の よ う な 構 造 限 ら ず 、 図 ８  
に 示 す よ う な 構 造 で あ っ て も 良 い 。 図 ８ は 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 第 １ の 変 形 例 に お け る 第 １  
形 態 １ Ａ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ と は 、 そ の 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ が 向  
き 合 っ て い る だ け で 、 図 １ に 示 す よ う に 係 合 状 態 で は な い 。 す な わ ち 、 第 １ 主 体 部 １ １ と  
第 ２ 主 体 部 １ ２ は 、 そ の 間 に 隙 間 が で き る よ う に 第 １ 副 体 部 ２ １ ， 第 ２ 副 体 部 ２ ２ 及 び 第  
３ 副 体 部 ２ ３ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て は 、 例 え ば 、 ラ ッ  
ピ ン グ フ ィ ル ム ６ ０ に よ り 覆 わ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 物 品 を 収 容 可 能 な 収 容 空 間 Ｓ Ｐ が  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の 構 成 の 場 合 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 第 ２ 主 体 部 １ ２ と は 、 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て 合 わ せ 係  
合 部 １ ０ ｔ が 係 合 す る 必 要 な い た め 、 そ の 形 状 に お い て 、 同 じ よ う な 形 状 に す る 必 要 が な  
く 、 大 き く 異 な っ た 形 状 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 主 体 部 １ ０ に つ い て は 、 ２ つ の 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本  
発 明 は こ の 構 成 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 図 ９ に 示 す よ う な 構 造 で あ っ て も 良 い 。 図 ９  
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は 、 形 態 変 化 玩 具 １ の 第 ２ の 変 形 例 に お け る 主 体 部 １ ０ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ９ に 示 す よ う に 、 主 体 部 １ ０ は 、 第 １ 主 体 部 １ １ が 円 形 状 部 １ １ ａ と 半 月 状 部 １ １ ｂ と  
に 分 か れ て い る 。 一 方 、 第 ２ 主 体 部 １ ２ に お い て も 、 第 １ 主 体 部 １ １ と 同 様 に 、 円 形 状 部  
１ ２ ａ と 半 月 状 部 １ ２ ｂ と に 分 か れ て い る 。 す な わ ち 、 主 体 部 １ ０ が ４ つ の 部 分 か ら 構 成  
さ れ て お り 、 第 １ 形 態 １ Ａ に お い て 、 半 月 状 部 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ は 、 合 わ せ 係 合 部 １ ０ ｔ が  
係 合 さ れ 、 そ の 上 下 に 、 円 形 状 部 １ １ ａ ， １ ２ ａ が 重 ね ら れ て 球 形 状 が 形 成 す さ れ る 。 ま  
た 、 円 形 状 部 １ １ ａ ， １ ２ ａ は 、 例 え ば 、 第 一 開 口 １ １ ｈ ， 第 二 開 口 １ ２ ｈ を 有 し 、 こ の  
第 一 開 口 １ １ ｈ ， 第 二 開 口 １ ２ ｈ ， に 前 掲 の ご と く 副 体 部 ２ ０ が 係 合 す る よ う に し て も 良  
い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 形 態 変 化 玩 具 １ は 、 炎 を 模 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発  
明 は 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 主 体 部 １ ０ は 、 第 ２ 形 態 １ Ｂ に お い て 、 装 飾 部 と し て 地  
面 を 模 し た 態 様 を 成 し て い て も 良 い 。 こ の 場 合 、 凹 凸 の 形 状 は 、 炎 と は 異 な っ た 形 状 に す  
れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 そ の 技 術 思 想 の 範 囲 で 適 宜 変  
更 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 主 体 部 １ ０ 及 び 副 体 部 ２ ０ の 表 面 に 規 則 性 の な い 凹 凸 １ ０  
ｕ ｎ を 設 け る よ う に し た が 、 こ の 凹 凸 １ ０ ｕ ｎ の 代 わ り に 模 様 を 描 い た 構 成 で あ っ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 第 １ 形 態 １ Ａ は 、 前 掲 の よ う に 略 球 形 状 で な く 、 円 筒 形 や 卵 の よ う な 楕 円 で も よ い  
。 又 、 第 １ 副 体 部 ２ １ に つ い て は 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 棒 状 の 軸 部 材 と し た が 、 こ  
れ も 表 面 に 模 様 を 描 い た り 、 色 を 付 け た り す る こ と で 、 装 飾 部 材 と し て 利 用 す る 構 造 で あ  
っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 主 体 部 １ ０ や 副 体 部 ２ ０ の 内 面 側 と 外 面 側 と を 同 じ よ う  
な 凹 凸 形 状 と し た が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 表 裏 面 で 異 な っ た 演 出 が で き よ う に 凹 凸  
形 状 を 変 え た り 、 色 合 い を 変 え た り 、 更 に 、 凹 凸 と 模 様 を 適 宜 組 み 合 わ せ た 構 成 で あ っ て  
も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 凸 部 １ ０ ｎ の 横 断 面 の 形 状 は 、 凸 先 端 １ ０ ｎ ｅ が 尖 っ た  
形 状 に 構 成 し た が 、 一 端 側 か ら 他 端 側 ま で 全 域 に お い て 尖 っ た 形 状 で あ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 収 容 空 間 Ｓ Ｐ に 第 ４ 副 体 部 ２ ４ 及 び 第 ５ 副 体 部 ２ ５ を 収  
容 す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 こ の 収 容 空 間 に フ ィ ギ ュ ア ５ ０ や 他 の ア  
ク セ サ リ ー を 収 容 す る よ う に し て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
１         形 態 変 化 玩 具
１ ｓ ｈ     外 殻 部
１ ０       主 体 部
１ ０ ｓ     表 面
１ ０ ｉ ｓ   内 表 面
１ ０ ｕ ｓ   外 表 面
１ ０ ｎ     凸 部
１ ０ ｕ     凹 部
１ ０ ｕ ｎ   凹 凸
１ １       第 １ 主 体 部 （ 主 体 部 ）
１ １ ｈ     第 １ 開 口
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１ ２       第 ２ 主 体 部 （ 主 体 部 ）
１ ２ ｈ     第 ２ 開 口
２ ０       副 体 部
２ １       第 １ 副 体 部 （ 副 体 部 ）
２ ２       第 ２ 副 体 部 （ 副 体 部 ）
２ ３       第 ３ 副 体 部 （ 副 体 部 ）
Ｓ Ｐ       収 容 空 間
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



10

20

30

40

50

JP 7049384 B2 2022.4.6(11)

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】



10

JP 7049384 B2 2022.4.6(12)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２０１９－１８１２７８（ＪＰ，Ａ）
特開昭６３－１４３０９３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ６３Ｈ    ３３／００
Ａ６３Ｈ      ３／５０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

